


































 AMR に対する制吐療法として、33 名に GRA 3 mg が、30 名に MET 20 mg









AMR の悪心・嘔吐は、MET で制御可能であり、GRA と効果が同等である
ことが示唆された。METは GRAと比較して安価であり、経済的にも優れて
おり推奨される。 
また、パゾパニブ療法では、悪性軟部肉腫より腎細胞癌でパゾパニブの
トラフ値が高いことが明らかとなった。いずれの疾患においても、ほぼ全
例でパゾパニブトラフ値は有効血中濃度以上を示しており、有害反応によ
る中止・減量が多い腎細胞癌では、パゾパニブを減量して開始できること
が示唆された。 
総括 
本研究によって、小細胞肺癌や悪性軟部肉腫、腎細胞癌などの稀少ながん
の治療法および支持療法の一助となる、有害反応に対する新たなエビデン
スを構築することができた。 
